
 

 

 

 

 

 

  方位の多重性から（ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ） 

  極点図、ODF図、逆極点図の方位密度確認 

 

 

 

  表示する極数に半比例して密度が低下します。 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

配向材料の主方位を決定する際に極点図、ODF図、逆極点図を参考に主方位を決定することがあります。 

 正確にはODF解析結果から VolumeFraction(VF%)を計算し主方位の決定が行われます。 

 極点図、ODF図、逆極点図では、方位の多重性で同一 VF%でも方位密度が異なって表示されています。 

 更に、方位の分布状態（方位の広がり）が影響することもあります。 

 方位の多重性では、同一ＶＦ％でも４回対称、２回対称、１回対称で方位密度が１：２：４になります。 

 但し、ｃｕｂｅは重なり具合で増加することもあります。 

 更に、ＴｒｉｃｌｉｎｉｃからＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで密度が平均化され下がります。 

 逆極点図では、ND方向が[001],[111],[011],[012],[112],[231]により８：６：４：２：１の比率で密度が 

変化します。 

  この事例をＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐでシュミレーションしてみます。 

方位の多重性文献 

ＯＤＦ方位分布の文献 

  

 

ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐソフトウエア 

  



方位の多重性（極点図） 

ｇｏｓｓ－＞copper－＞Ｓで４：２：１に密度低下 

極点図に示される極数に反比例します。 

ｇｏｓｓ  Triclinic    Orthorhombic 

  

Copper ２回対称 

  

S ４回対称 

  

まとめ 

  

 ｇｏｓｓ：ｃｏｐｐｅｒ：Ｓ＝４：２：１ 

 この比率は（００１）極点図であり、他の極点図では異なります。 



方位の多重性(ＯＤＦ図) 

Goss       同一密度 

 

     

Copper       密度が１／２ 

 

Ｓ       密度が１／４ 

 

 

まとめ 

   

  多重性計算によりＯＤＦ図も４：２：１ 

  



逆極点図 

 逆極点図は、(ND)[RD]-TDに分かれる。 

Goss(１１０)［００１］ＴＤ：［１－１０］－＞４：８：４ 

 

 Goss FWHM2->5 ＦＷＨＭを大きくすると、広がりにより密度が低下する 

 

ｃｏｐｐｅｒ（１１２）［－１－１１］ＴＤ：［１－１０］－＞ ２：６：４ 

 

Ｓ（１３２）［6－４３」ＴＤ：［１７９－２２］－＞ １：１：１ 

 

 

まとめ 

  

 ８：６：４：２：１が認められる。 

 Ｓ方位は表示ｅｕｌｅｒ角度からのずれ量が異なるためバラツクが認められる。 

 

 



確認使用したソフトウエアＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐソフトウエア 

１ｄｅｇ単位の描画を目的に作成されています。 

   方位の指定は手入力、選択 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単結晶極点図 90*360 

１／４対称極点図 90*360 

単結晶ＯＤＦ図 360*90*90 

*19 

重ね書きＯＤＦ図 360*90*90 

逆極点図 45*55 



他のＯＤＦソフトウエアへの読み込み 

例ｂｒａｓｓ方位を作成 

  

 

 

 

 作成ホルダ 

  

 ＴＸＴ２ファイルとしてＰＦｔｏＯＤＦソフトウエアで読み込み 

 

 

 

 



 

  

ＭＴＥＸ向けデータ作成し、ＭＴＥＸに読み込む 

 

 

 



ＯＤＦ図 

 

ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐ計算ＯＤＦ図 

 


